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現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

政
教
分
離
と
国
家
及
び
教
会
の
共
同
活
動

目

次

は
じ
め
に

一
良
心
及
び
信
教
の
自
由
権

ニ
政
教
分
離
と
国
家
及
ぴ
教
会
の
共
同
活
動
に
つ
い
て

三
キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
対
話

南山法学8巻1号 (1984年)
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Iζ 

ア

ン

チ

ト

コ

ン

た
。
乙
の
新
し
く
創
立
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
は
、

第
二
次
大
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
社
会
的
、
政
治
的
な
変
遷
を
経
て
社
会
主
義
国
家
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
が
創
立
さ
れ

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
中
立
な
も
の
で
は
な
く
、
初
め
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義

共
産
党
は
、

意
図
的
に
社
会
を
教
会
か
ら
切
り
離
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
史
上
に
お
い
て
最
初
に
社
会
主
義
的
国
家
の
概
念
を
具
体
化
す
る
と
考
え
ら
れ

一
九
二
五
年
に
定
め
ら
れ
た
政
教
条
約
は
一
九
四
五
年
に
廃
止
さ
れ
た

を
標
梼
す
る
国
家
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
、

た。

23 

が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
の
新
憲
法
が
一
九
五
二
年
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
政
教
分
離
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
人
民
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民
主
主
義
と
い
う
概
念
は
、
国
民
に
あ
る
程
度
の
信
教
の
自
由
と
い
う
も
の
を
保
障
し
て
い
る
し
、
政
教
分
離
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
全
国
民

に
完
全
な
良
心
と
信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
共
産
党
だ
け
で
国
家
権
力
を
独
占
し
て
い
る
た
め
、
信
教
の
自
由
は
国

民
の
私
的
な
も
の
だ
け
と
な
っ
た
。

良
心
及
び
信
教
の
自
由
権

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
憲
法
は
、
全
国
民
に
良
心
及
び
信
教
の
自
由
を
保
障
し
、
そ
の
具
体
的
な
原
則
を
規
定
し
て
い
る
。
ポ

l
ラ

ン
ド
人
民
共
和
国
の
国
民
は
、
信
仰
に
拘
ら
ず
、
国
家
的
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
な
生
活
の
全
て
の
分
野
に
お
い
て

平
等
の
権
利
を
有
し
て
い
る
。
信
教
の
違
い
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
直
接
的
、
ま
た
は
間
接
的
な
特
権
を
設
け
た
り
、
権
利
を
制
限
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
原
則
を
破
る
こ
と
は
刑
罰
の
対
象
と
な
る
し
、
信
教
の
違
い
に
基
い
て
、
憎
悪
、
ま
た
は
蔑
視
を
拡
大
し
、
不
和

吾
引
き
起
こ
し
た
り
、
ま
た
は
他
人
を
侮
辱
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
民
に
宗
教
的
な
活
動
、
ま
た
は
儀
式

に
参
加
す
る
こ
と
や
、
ま
た
は
参
加
し
な
い
こ
と
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。
教
会
(
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
)
と
そ
の
他
の
宗
教

団
体
は
、
そ
の
宗
教
活
動
を
自
由
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
教
会
は
国
家
か
ら
分
離
さ
れ
、
国
家
と
教
会
と
の
関
係
の
原
則
と
宗
教
団

体
の
法
的
及
び
財
産
上
の
地
位
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一
九
四
九
年
八
月
五
日
に
採
択
さ
れ
た
良
心
及
び
信
教
の
自
由

に
関
す
る
法
令
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
憲
法
に
お
け
る
良
心
及
び
信
教
の
自
由
の
理
解
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
こ

一
九
五
二
年
憲
法
に
導
入
さ
れ
た
し
、
法
に
基
づ
く
良
心
及
び
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
の
保
障
は
、

月
一
九
日
に
採
抗
さ
れ
た
刑
法
典
が
主
役
を
演
じ
問
。
刑
法
典
は
、
後
述
の
様
な
良
心
及
び
信
教
の
自
由
に
反
し
た
犯
行
が
行
な
わ
れ
た

の
法
令
の
規
定
は
、

一
九
六
九
年
四

時
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
。
即
ち
、
信
仰
の
有
無
に
よ
っ
て
、
国
民
の
権
利
を
制
限
し
た
場
合
に
は
、
五
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら

れ
る
(
刑
法
典
第
一
九
二
条
)
。
信
仰
の
有
無
に
基
づ
い
て
、
民
族
、
ま
た
は
個
人
に
対
し
て
公
然
と
不
敬
的
行
為
を
為
し
た
者
は
、
三
年

以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る
(
刑
法
典
第
一
九
三
条
第
一
項
)
。
宗
教
的
な
活
動
、
ま
た
は
儀
式
を
挙
げ
る
場
合
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民



共
和
国
の
不
利
に
な
る
良
心
及
び
信
教
の
自
由
を
悪
用
し
た
者
は
、

十
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る
(
刑
法
典
第
一
九
四
条
)
。

山
出，A1

l
 

人
の
敬
度
な
宗
教
心
、

ま
た
は
他
人
の
宗
教
的
な
軽
信
の
悪
用
に
よ
っ
て
、

他
人
を
困
惑
さ
せ
、

ま
た
は
公
の
秩
序
を
混
乱
さ
せ
た
者

は
、
六
月
以
上
五
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る
(
刑
法
典
第
一
九
五
条
)
。

宗
教
的
な
活
動
、
ま
た
は
儀
式
へ
の
参
加
、

不
参
加
を

他
人
に
強
制
し
た
者
は
、

五
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る
(
刑
法
典
第
一
九
七
条
)
。

他
人
の
宗
教
的
な
感
情
を
害
し
た
者
、
ま
た

現代ポーランドにおける政教分離と国家及び教会の共同活動

は
公
然
と
宗
教
的
な
礼
拝
の
対
象
、
並
び
に
宗
教
的
儀
式
の
場
に
対
し
て
非
礼
な
行
為
を
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
自
由
刑
、
ま
た
は
罰

社
会
を
混
乱
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
は
、

金
に
処
せ
ら
れ
る
(
刑
法
典
第
一
九
八
条
)
。

宗
教
的
な
立
場
か
ら
マ
ス
・
コ
ミ
を
利
用
し
て
、

一
年
以
上
十
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る
(
刑
法
典
第
二
七
三
条
)
。

一
九
六
三
年
四
月
二
十
三
日
に
制
定
さ
れ
た
民
法
典
(
第
二

十
三
条
、
第
二
十
四
条
)
も
ま
た
、
全
て
の
国
民
に
良
心
及
び
信
教
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
し
、
刑
法
的
危
保
障
と
関
わ
り
な
く
、
良

心
及
び
信
教
の
自
由
が
人
聞
の
福
祉
の
た
め
の
要
素
と
し
て
保
障
し
て
い
る
。
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
良
心
及
び
信
教
の
自
由
を
侵

害
さ
れ
た
者
は
、
民
事
訴
訟
法
に
よ
っ
て
、
第
三
者
の
不
法
行
為
を
停
止
す
べ
き
旨
の
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
法
律
で
は
理
論
的

に
全
て
の
国
民
に
対
し
て
良
心
及
び
信
教
の
自
由
権
を
保
障
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、

乙
の
自
由
権
を
現
実
の
も
の
と
し
て
獲
得
す
る

た
め
に
、
国
民
は
日
々
闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
教
分
離
と
国
家
及
び
教
会
の
共
同
活
動
に
つ
い
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
具
体
的
な
信
教
の
自
由
権
の
問
題
と
し
て
、
政
教
分
離
と
国
家
及
び
教
会
の
共
同
活
動

の
現
象
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
政
教
分
離
の
根
拠
に
は
、
あ
る
程
度
ま
で
宗
教
的
な
自
由
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
他
方
に

お
い
て
、

こ
の
政
教
分
離
に
は
、
教
会
に
対
し
て
敵
対
的
な
態
度
が
寄
在
し
、

マ
ル
ク
ス
主
義
は
社
会
を
教
会
の
影
響
か
ら
解
放
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
教
会
は
、
国
家
か
ら
公
法
上
の
独
立
し
た
団
体
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
私
法
上
の
団
体
の
地
位
に
下
が

25 

こ
の
政
教
分
離
の
特
徴
で
あ
る
。

っ
た
と
い
う
の
が

乙
の
事
に
つ
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
憲
法
は
、

「
教
会
は
国
家
か
ら
分
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離
さ
れ
る
。
国
家
の
教
会
に
対
す
る
関
係
の
原
則
な
ら
び
に
宗
教
団
体
の
法
的
及
び
財
産
上
の
地
位
は
、
法
律
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
」

(
第
八
二
条
第
二
項
)
と
定
め
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
法
人
と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
立
法
上
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
何

も
定
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
五
六
年
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
ロ

i
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
民
法
上
の
法

人
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
た
(
。

ω
2
2》

Nn暗
記
¥
H
8
0
)

し
、
一
九
六
三
年
に
は
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
初
め
て
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
(
百
円
R
E
S
、
教
区
、
教
区
神
学
院
の
法
人
と
し
て
の
地
位
が
、
判
決
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

(OωznhR()己
¥
5
0
N

と
円
何

時
ω¥出。
ω)
。
そ
し
て
、
教
会
(
宮
『
onvg)
、
教
区
神
学
院
、
修
道
会
、
修
道
会
管
区
、
及
び
修
道
会
に
所
属
す
る
神
学
院
は
、

一
九
七

一
年
八
月
十
三
日
の
教
務
省
の
法
令
に
よ
っ
て
法
人
の
地
位
に
あ
る
と
定
め
ら
れ
た
(
冨
-
Z
邑
ロ
-
Z
0・
主
唱
句
。

ω-N宮
瀦
H

畑・

円

sv

司・]戸)。
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
戦
争
の
廃
嘘
の
中
か
ら
再
建
さ
せ
て
い
く
た
め
に
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
は
政
教
分
離
の
思
想
を
持
っ
て
取
り
か
か
っ
た

こ
の
再
建
に
は
教
会
の
助
力
を
必
要
と
し
た
。

，刃し
、
そ
の
正
当
性
を
国
民
か
ら
獲
得
す
る
た
め
に
教
会
の
権
威
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
後
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、

国
境
の
移
動
に
よ
っ
て
宗
教
的
に
統
一
さ
た
た
!
こ
の
国
境
の
移
動
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
の
殆
ど
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
だ
け
と

こ
の
新
し
い
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
国
家
権
力
を
確
立

な
っ
た
。
乙
の
現
象
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
社
会
的
地
位
は
当
然
と
し
て
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
西
部
地
域

を
取
り
戻
し
た
た
め
に
国
家
と
教
会
に
は
、
新
し
く
重
要
な
目
的
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
領
土
に
乙
の
新
し
い
領
土

を
統
一
し
て
い
く
上
で
政
治
的
立
場
と
宗
教
的
な
前
提
か
ら
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
教

会
は
、
乙
の
歴
史
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
国
家
か
ら
援
助
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
会
の
社
会
的
な

地
位
を
強
化
す
る
要
素
と
し
て
は
、
こ
れ
は
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
は
教
会
の
所
有
す
る
不
動
産
を
土
地
改

革
に
よ
る
没
収
に
よ
っ
て
教
会
を
弱
体
化
さ
せ
た
が
、

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
逆
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
社
会
的
信
頼
を
高
く
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
た
し
、
教
会
に
敵
対
し
て
い
た
共
産
主
義
が
よ
く
宣
伝
に
利
用
し
た
階
級
的
情
悪
に
対
す
る
議
論
は
、
乙
の
土
地
改
革
に
よ



っ
て
効
力
を
失
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
社
会
的
信
頼
が
強
ま
っ
た
原
因
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
司
教
団
の
社
会
的
地
位
を
弱
体
化
さ
せ
よ

う
と
し
た
全
て
の
措
置
が
、
正
反
対
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
た
め
で
め
っ
た
。

一
九
四
五
年
の
教
皇
庁
と
の
外
交
上
の
断
絶
と
、

一
九
四

七
年
に
法
律
上
に
基
づ
い
た
野
党
の
活
動
の
禁
止
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
司
教
団
は
、
野
党
に
代
り
政
府
に
対
す
る
抵
抗
力
と
今
迄
も

つ
乙
と
の
な
か
っ
た
社
会
的
権
力
を
国
民
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
国
民
の
重
要
な
問
題
を
司
教
団
は
、
屡
々
、
全
て
の

国
民
の
名
に
お
い
て
、
国
家
に
提
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
二
十
年
後
の
一
九
六
五
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
司
教
団
は

現代ポーランドにおける政教分離と国家及び教会の共同活動

政
府
に
先
駆
け
て
ド
イ
ツ
司
教
団
に
「
調
停
の
書
簡
」
を
送
っ
た
が
、

こ
の
こ
と
は
あ
と
で
政
府
か
ら
批
難
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
一
九
七

O
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
政
府
と
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
の
聞
で
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ

た
た
め
、
司
教
団
は
政
府
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
い
う
皮
肉
な
時
勢
の
変
転
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
九
七
六
年
の
憲
法
改
正

の
さ
い
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
司
教
団
が
、
国
民
の
名
に
お
い
て
意
見
を
書
簡
を
通
じ
て
政
府
に
提
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
教
会
は
、
国
民
に
信

教
の
自
由
を
保
障
し
た
だ
け
で
な
く
、
民
主
主
義
的
権
利
を
守
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
社
会
主
義
政
権
が
樹
立
さ
れ
た
が
、
教
会
は
、
一
九
五

O
年
に
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
と
の
協
調
体
制
(
冨
。
ロ
ロ

ω

〈
口
白
Z
U
H
)
を
と
っ
た
。
乙
の
協
調
体
制
は
法
律
的
な
政
教
条
約
の
形
態
を
と
ら
な
か
っ
た
が
、

こ
の
様
な
協
調
手
段
は
ひ
と
つ
の
模

範
と
な
っ
た
。
何
故
な
ら
教
皇
庁
と
東
欧
と
の
聞
に
は
、
当
時
ま
だ
関
係
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
相
互
的
な

一
九
五

O
年
の
協
調
体
制
の
補
完
と
し
て
、

協
調
体
制
が
と
ら
れ
、
そ
の
関
係
が
今
日
ま
で
継
続
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

年
に
政
府
と
司
教
団
に
よ
る
共
同
委
員
会
は
、
共
同
の
公
報
を
出
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
教
会
は
、
国
家
か
ら
の
国
民
へ
の
回
答
を

一
九
五
六

一
九
五
六
年
、

一
九
六
八
年
、

一
九
八

O
年
に
起
こ
っ
た
労
働
者
と
学
生
に
よ
る
基
本
権
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
た
運
動
を
一
九
八
一
年
の
軍
に
よ
る
戒
厳
令
の
聞
も
教

会
は
支
持
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
教
会
は
、
各
民
主
化
の
経
過
を
是
認
し
て
き
た
た
め
道
徳
的
及
び
制
度
的
に
強
化
さ
れ
た
。
国
家
的
観

期
待
し
な
か
っ
た
し
、
常
に
現
実
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
状
態
を
教
会
は
理
解
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

一
九
七
六

年、
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一
九
五
二
年
の
形
式
的
な
政
教
分
離
は
、
国
家
、
法
律
及
び
社
会
活
動
を
世
俗
化
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
し
、

点
か
ら
見
れ
ば
、

一
九
六
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年
内
仏
国
立
の
学
校
に
お
い
て
、
宗
教
教
育
が
初
め
て
禁
止
と
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
教
会
で
行
な
わ
れ
て
い
る
宗
教
教
育
が
、

逆
に
青
年
達
を
教
会
と
精
神
的
に
一
体
化
さ
せ
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、
誰
も
宗
教
教
育
を
国
立
の
学
校
に
お

い
て
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
は
い
な
い
。
大
学
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
世
俗
化
現
象
は
、

一
九
五
四
年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
と
ク
ラ
ク

フ
大
学
の
神
学
部
の
廃
止
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。

し
か
し
、

同
時
に
国
家
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
の
大
学
在
国
立
大
学
と
し
て
創
立
し

一
九
一
八
年
に
創
立
さ
れ
た
唯
一
の
私
立
大
学
で
あ
る
ル
ブ
リ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
は
、
戦
後
に
お
い
て
も
国
立
大
学
と
同
様
の

権
利
を
持
っ
て
い
る
。

た。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
将
来
を
司
祭
と
し
て
希
望
す
る
学
生
の
た
め
に
教
区
の
神
学
院
が
二
十
四
箇
所
、
修
道
会
の
神
学
院
が
二
十

二
箇
所
に
わ
た
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
新
し
く
独
立
し
た
大
学
の
哲
学
部
及
び
神
学
部
は
、
従
来
の
学
部
の
制
度
に
類
似
し
て
お
り
、

教
会
が
全
責
任
を
持
っ
て
い
て
国
立
大
学
の
哲
学
部
及
び
神
学
部
の
不
足
を
補
完
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
対
話

マ
ル
ク
ス
・
レ

1
ニ
ン
主
義
を
信
奉
す
る
社
会
主
義
国
家
の
中
で
四
十
年
間
、
存
続
し
て
き
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、

現
在
に
お
い
て
も
社
会
的
に
高
い
地
位
を
保
ち
、
国
民
の
宗
教
活
動
の
み
な
ら
ず
文
化
、
社
会
、
政
治
の
活
動
と
国
民
の
価
値
観
に
対
し

て
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
あ
ら
ゆ
る
歴
史
に
絶
え
ま
な
く
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
し
、
国
民
と

相
互
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
年
々
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
で
い
る
ζ

と
か
ら
、

マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
は
、

ζ

の
現
象
を
十
分
に
認
識
し
て
教
会
と
の
対
話
を
希
望
し
て
い
る
。
教
会
は
、
国
民
の
共
通
善
の
た
め
に
協
力
し
て
い
る
た
め
共
同
団
体
と

し
て
、
正
式
の
承
認
(
ロ
何
回
C
H
N開
)
と
い
う
よ
り
も
事
実
上
の
承
認
(
む
何
回
付
〉
円
、
吋
。
)
を
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
か
ら
受
け
て
い
る
。
一
九

七
四
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
政
府
は
、
教
皇
庁
と
形
式
的
、
相
互
的
な
交
渉
を
開
始
し
た
。
乙
の
交
渉
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
と

教
皇
庁
と
の
関
係
及
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
政
府
と
の
関
係
を
形
成
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ



し
て
、
教
皇
庁
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
政
府
と
の
対
話
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
次
の
事
ぞ
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
即
ち
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

国
家
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
母
国
際
法
上
の
立
場
か
ら
公
法
人
と
し
て
承
認
し
、
そ
し
て
、
ポ

l
ラ

ン
ド
に
お
け
る
教
会
を
法
律
上
の
地
位
に
定
着
化
さ
せ
る
た
め
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
の
国
家
権
力
の
最
高
諸
機
関
と
教
会
権
力

の
集
権
的
主
体
と
し
て
の
教
皇
庁
と
の
関
係
は
条
約
の
形
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
ポ

l
ラ

ン
ド
に
お
け
る
公
法
人
と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
地
位
に
対
す
る
承
認
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
民
法
典
に
お
け
る
宗
教
法
人

現代ポーランドにおける政教分離と国家及び教会の共同活動

と
し
て
の
民
法
上
の
団
体
の
規
定
は
、
今
日
ま
で
様
々
な
難
局
に
直
面
し
て
き
て
い
る
が
、

た
だ
ひ
と
つ
幸
い
な
事
は
、
最
近
に
な
っ
て

マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
と
教
会
と
の
対
話
に
新
し
く
積
極
的
な
要
素
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
の
国
家

権
力
の
最
高
諸
機
関
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
司
教
団
は
、
世
界
平
和
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
の
共
通
善
及
び
全
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
統
一
へ
の
努

力
の
た
め
に
、
共
同
活
動
ぞ
行
な
う
必
要
性
が
あ
る
。
こ
の
必
要
性
の
承
認
は
疑
い
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
に

お
け
る
国
民
の
大
多
数
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
属
し
て
い
る
た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
国
民
の
活
動
に
対
し
て
、
創
造

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
明
白
な
事
実
が
あ
る
。
そ
の
た
め
共
通
善
と
い
う
範
鴎
は
、
最
近
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
是
に
関
す
る
要
求
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
が
、
教
会
に

援
助
を
求
め
て
き
た
事
実
に
つ
い
て
の
説
明
は
必
要
が
な
い
。
教
会
の
活
動
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
実
に
お
け
る
独
得
な
現
象
で
あ
る
こ

と
か
ら
、

ひ
と
つ
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
教
会
は
、
国
民
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
政
府
に
提
起
し
、
そ
の
問
題
の

解
決
に
努
力
す
る
権
利
が
あ
る
。
そ
し
て
、
最
近
に
な
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
会
の
歴
史

的
広
役
割
と
協
調
が
、
世
界
平
和
を
促
進
す
る
ζ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、
国
民
の
道
徳
的
な
改
革
に
対
し
て
国
家

及
び
教
会
の
共
同
活
動
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
公
法
人
と
し
て
教
会
を
形
式
的
に
承
認
す
る

J

ば
か
り
で
な
く
、
宗
教
上
の
団
体
を
復
活

さ
せ
、

独
立
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
情
報
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

教
会
は
、

自
ら
の
強
さ
を
自
覚
し
て
い
る
た
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め
、
国
家
と
の
平
等
な
権
利
と
法
律
上
の
地
位
を
も
っ
て
国
家
権
力
の
最
高
諸
機
関
と
の
対
話
を
望
ん
で
い
る
し
、
自
分
達
が
活
動
し
て
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い
く
た
め
の
特
権
を
望
ん
で
は
い
な
い
が
、
自
分
達
の
役
割
を
具
体
佑
す
る
た
め
の
必
要
な
権
利
を
望
ん
で
は
い
る
。
国
家
と
教
会
の
協

調
は
教
会
が
国
家
に
従
属
す
る
と
い
う
意
味
で
は
往
く
、
乙
の
協
調
を
形
成
し
、
継
続
し
て
い
く
た
め
に
条
約
に
促
し
た
契
約
が
必
要
で

あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
の
政
府
と
教
皇
庁
と
の
相
互
関
係
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
法
人
と
し
て
の
新
し
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
形
態
を
形
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
新
し
い
形
態
は
、

一
方
に
お
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
憲
法
の
原
則
と
、
他
方
に
お

い
て
現
代
世
界
に
お
け
る
教
会
と
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
「
現
代
世
界
憲
章
」
(
第
七
六
条
)

の
決
議
と
に
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
。
乙
の
「
現
代
世
界
憲
章
」
の
第
七
六
条
と
は
、
以
下
の
事
で
あ
る
。
「
政
治
共
同
体
と
教
会
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
正
し
い
見
方
を
持
つ
事
は
特
に
多
元
的
社
会
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
信
者
個
人
ま
た
は
団
体
が
、
キ
リ

ス
ト
教
的
良
心
に
基
づ
い
て
一
市
民
と
し
て
行
な
う
こ
と
と
、
牧
者
と
共
に
教
会
を
代
表
し
て
行
な
う
こ
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
教
会
の
任
務
と
権
限
か
ら
考
え
て
、
教
会
と
政
治
共
同
体
と
は
決
っ
し
て
混
聞
き
れ
る
べ
き
で
な
く
、
教
会
は
ど
の
よ
う

な
政
治
体
制
に
も
拘
束
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
人
聞
の
超
越
性
の
印
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
保
護
者
で
あ
る
。
政
治
共
同
体
と
教

会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
互
い
に
独
立
し
て
お
り
、
自
律
性
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
は
、
名
目
こ
そ
違
え
、
同
じ
人
々
の

個
人
的
、
社
会
的
召
命
に
奉
仕
す
る
。
両
者
が
時
と
所
の
状
況
を
考
慮
し
て
互
い
に
健
全
に
協
力
し
あ
う
な
ら
ば
、
全
て
の
人
の
益
の
た

め
に
、

乙
の
奉
仕
を
よ
り
よ
く
実
行
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
人
聞
は
現
世
的
秩
序
だ
け
に
制
約
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
人
聞
は

現
世
的
秩
序
だ
け
に
制
約
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
人
聞
は
人
類
の
歴
史
の
中
に
生
き
な
が
ら
、
自
分
の
永
遠
の
召
命
を
そ
の
ま
ま
保

っ
て
い
る
。
教
会
は
あ
が
な
い
主
の
愛
の
上
に
築
か
れ
て
、
園
内
と
国
際
間
に
正
義
と
愛
が
い
っ
そ
う
広
く
実
行
さ
れ
る
乙
と
に
寄
与
す

る
。
教
会
は
福
音
の
真
理
を
説
き
、

そ
の
教
え
と
キ
リ
ス
ト
信
者
の
証
を
も
っ
て
人
間
活
動
の
全
分
野
を
照
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

政
治
的
自
由
と
責
任
を
も
尊
重
し
促
進
す
る
。
世
の
救
い
主
キ
リ
ス
ト
を
人
々
に
告
げ
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
と
そ
の
後
継
者
、
及

び
そ
の
協
力
者
た
ち
は
、
そ
の
使
徒
職
の
実
践
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
証
人
た
ち
の
弱
さ
の
中
に
福
音
の
威
力
を
示
す
神
の
力
に
依
存
す

る
。
神
の
言
葉
の
奉
仕
に
献
身
す
る
者
は
皆
、
福
音
独
自
の
方
法
と
援
助
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
地
上
の
国
の



援
助
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
地
上
の
現
実
と
、
人
聞
の
条
件
に
お
い
て
こ
の
世
を
超
越
す
る
事
柄
と
は
、
互
い
に
密
接
に
結
ぼ

れ
て
い
る
。
教
会
自
身
も
そ
の
固
有
の
使
命
が
要
求
す
る
場
合
、
地
上
の
現
実
を
利
用
す
る
。
し
か
し
、
教
会
は
国
家
権
力
が
提
供
す
る

特
権
を
希
望
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
正
当
な
既
得
権
の
行
使
が
教
会
の
証
の
誠
実
さ
に
つ
い
て
疑
い
を
抱
か
せ
た
り
、
新
し
い
生

活
条
件
が
別
な
規
制
を
要
求
す
る
時
に
は
、
正
当
な
既
得
権
の
行
使
を
放
棄
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
会
は
常
に
、
ど
こ
に
お
い
て

も
、
真
の
自
由
を
持
っ
て
信
仰
を
説
き
、
社
会
に
関
す
る
自
分
の
教
説
を
教
え
、
人
々
の
聞
に
お
い
て
自
分
の
任
務
を
妨
げ
な
く
実
行
す

現代ポーランドにおける政教分離と国家及び教会の共同活動

る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
な
お
人
聞
の
基
本
的
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
な
お
人
間
の
基
本
的
権
利
や
霊
魂
の
救
い
の
た
め
に
必
要
で
あ
れ

ば
、
教
会
は
福
音
及
び
、
様
々
な
時
と
条
件
に
応
じ
て
全
て
の
人
の
益
に
ふ
会
わ
し
い
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
、

そ
し
て
、
そ
れ
の
み
を
用
い

て
、
政
治
的
秩
序
に
関
す
る
事
柄
に
お
い
て
も
倫
理
的
判
断
を
下
す
乙
と
が
で
き
る
。
人
間
共
同
体
の
中
に
見
い
出
さ
れ
る
真
・
善
・
美

の
す
べ
て
を
育
て
高
め
る
こ
と
を
自
分
の
務
め
と
す
る
教
会
は
、
忠
実
に
福
音
に
従
い
、
世
に
お
け
る
自
分
の
使
命
を
実
行
し
つ
つ
、
神

こ
の
様
な
契
約
を
法
律
上
に
お
い
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、

素
が
必
要
で
あ
る
。
詰
り
、
両
者
か
ら
の
行
為
意
志
と
あ
る
程
度
ま
で
こ
の
契
約
を
成
立
会
せ
る
努
力
が
必
要
で
あ
り
、

の
栄
光
の
た
め
に
人
々
の
聞
に
平
和
を
固
め
る
」
。

道
徳
的
、
政
治
的
要

こ
の
時
点
に
お

い
て
国
家
と
教
会
と
の
対
話
が
、
最
高
組
織
的
な
立
場
で
詰
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
司
教
団
及
び
教
皇
庁
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
政
府
と

の
聞
で
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
国
民
か
ら
の
援
助
を
受
け
る
た
め
に
は
こ
の
対
話
の
内
容
が
、
「
上
層
か
ら
末
端
ま
で
」
伝
わ
ら
な
け
れ

し
ば
し
ば
、
憲
法
原
則
に
反
す
る
た
め
信
者
に
有
効
な
も
の
と
し
て
役
立

ば
な
ら
な
い
し
、
社
会
政
治
的
な
実
践
に
お
け
る
平
等
権
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
世
界
観
か
ら
離
れ
て
、

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
社
会
主
義
国
家
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
中
立

の
立
場
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
国
民
に
対
す
る
計
画
は
無
神
化
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
に
よ
っ
て
、

国
家
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
と
の
聞
に
真
剣
な
対
話
の
関
係
が
生
じ
て
く
る
と
筆
者
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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